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総括的な報告 

韓国における風穴の概要と現地訪問報告 

澤田 結基（福山市立大学・日本風穴ネットワーク副会長） 

 

１．訪問の概要 

韓国には多くの風穴が知られており，蚕種貯蔵に使われるなど活用の歴史も日本と共通すると

ころが大です。こうした隣国ならではの類似性がある韓国の風穴は，実際にどのようなものな

のでしょうか。こうした興味を持って韓国風穴訪問を企画し，日本発着 2025 年 8 月 24 日―28

日の日程で現地を訪問しました。この小文では，韓国の風穴の概要と訪問した３個所の風穴（図

１）についての訪問記録をまとめます。 

 

２．韓国の風穴 

韓国の風穴は日本と同様，自然状態にあり冷風の吹き出しや異常低温地点が確認されている自

然風穴と，倉庫が建設され使用された風穴に大別することができます。自然風穴は植物の隔離

分布を生じることから韓国の国立樹木院を中心とした研究が行われ，インベントリーが作成さ

れています。他方，冷蔵庫として利用された風穴については，まとまった情報がありません。

戦前の日本の文献には，慶尚北道の「氷山風穴」と全羅北道の「大頭山風穴」が言及されてお

り，この２つとも今回の訪問対象に含まれています。いずれの風穴も蚕種貯蔵施設として利用

されていたことは確実であり，日本の風穴倉庫と産業利用の歴史を共有しています。 

 

３．風穴訪問報告 

３－１．密陽オルムゴル（慶尚南道） 標高約 400m 

 密陽（ミリャン）市にあるオルムゴルは，韓国内では有名な自然風穴です。この風穴は，花

崗岩の岩塊が堆積する広大な崖錐斜面（標高約 400－700m）の末端部に位置しており，冷風が

特に強く吹き出す範囲は柵で保護されています。訪問時（8/25 10:30），柵内の岩塊空隙に設置

されている温度計の表示は 4.6℃でした。 

 現地では，慶尚南道の文化財担当者と地域の観光ガイドから説明を受けました。説明による

と，風穴を訪問する観光客は７－８月に多く，その時期には７－８℃の冷たい川に足をどれく

らい浸けていられるかを競うイベントもあるようです。以前は７－８月でも岩の隙間に氷があ

ったが近年は融解が早く，６月には氷が見えなくなるとのことでした。 

 

   

図１ 訪問した韓国国内の風穴         写真１ 密陽オルムゴル 
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３－２．氷山風穴（慶尚北道） 標高約 150m 

 氷山風穴は義城（ウソン）郊外の春山面氷渓（ピンゲ）渓谷にある風穴で，国の天然記念物，

および義城ジオパークのサイトに指定されています。氷山風穴は，朝鮮総督府によって石積み

の倉庫が建築され，蚕種貯蔵に供されていた歴史を持ちます。氷山風穴の貯蔵庫は 1910 年に完

成していますが，これはいわゆる韓国併合(1911 年)よりも早く，当時の日本政府が養蚕を拡大

させることを喫緊の課題としていたことが伺えます。 

 現地では，義城ジオパークの担当者，慶尚北道の文化財担当者，地域の観光ガイドの方の案

内を受け，風穴を見学しました。1991 年に，古い風穴を囲うように新しい風穴の建物が建設さ

れており，とてもきれいです。その内部には古い石垣構造物があり，かつての蚕種貯蔵に使わ

れた倉庫の一部が残存しているようにみえます。吹き出しの温度はわずか 0.2℃と 8 月下旬と

しては驚くほど冷たく，この風穴の冷蔵能力の高さが理解できました。現地担当者の説明によ

ると，朝鮮王朝の歴史書「朝鮮王朝実録」には，1515 年の地震で氷の残る洞穴が崩壊したとの

記録があるようです。利用の歴史については不明ですが，古い時代から夏でも氷ののこる洞穴

として知られていたと考えられます。 

３－３．大頭山風穴・風穴冷泉（全羅北道） 標高約 250m 

大頭山風穴もまた，日本の文献に登場する風穴です。鎮安茂朱（Jinan-Muju）ジオパークの

サイトに指定されています。文献によると大正元年(1912 年)に朝鮮総督府が貯蔵庫を建設して

おり，現地には古い石積構造の建物が残っています。貯蔵庫は大頭山の東向き斜面末端部に沿

うように構築されており，斜面から噴き出す冷風を取り入れる構造になっていました。 

現地で受けた説明にれば，風穴の利用は約 150 年前に始まり，村人がキムチなどの貯蔵庫と

して利用していたようです。近年では売店兼レストランとして利用されており，10 年前まで営

業していたようです。暑い夏に涼しい風穴の建物に入り，健康によいとされる熱いサムゲタン

を提供していたとのことでした。風穴倉庫から南へ約 100m 離れたところには 「風穴冷泉」があ

り，冷たい水が湧き出しています。湧水の水温は訪問時に約 9℃で，暑い夏の日には相当冷た

く感じられる水でした。地域の方によると，かつては水がもっと冷たかったとのことです。 

 

４．まとめ 

 訪問した３か所の風穴は，いずれも斜面下部・末端部に位置しており，日本の多くの風穴と

同様，崖錐型の風穴に位置付けられます。また，韓国の風穴は，植民地政策のもと蚕種貯蔵に

使われた点において，日本の風穴と産業利用の歴史を共有しています。今回の訪問の最大の成

果は，現地の関係者と風穴見学の現場で交流する機会を得られたことでした。全国風穴ネット

ワークの活動を通じて事例を共有することは，風穴を有する両国の地域にとって大きな意義が

あると思われます。最後に，今回の韓国訪問でお世話になった皆様に，深く感謝申し上げます。 

 

     
写真２ 氷山風穴の新建物   図２ 氷山風穴の古い石積  写真３ 大頭山風穴外観 
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訪韓風穴調査団の行動記録 

 

堀内 雅生（法政大・院） 

 

１．概要 

訪韓調査団は 2025 年 8 月 24 日（日）～2025 年 8 月 28 日（木）の日程で、韓国の風穴地で

ある密陽オルムコル、ウソン氷渓風穴および氷穴、ジンアン冷川風穴の調査を行いました。訪

問地の位置を図 1 に、行程を表 1 に示します。天候は全日程晴天となり、風穴の冷気を感じる

には最適な条件でした。 

 

地図タイルは OpenStreetMap を利用（©OpenStreetMap contributors Creative Commons Attribution-
ShareAlike (CC-BY-SA)）。色別標高図および陰影起伏図は JAXA の AW3D より提供を受けた標高データを利用し
作成した。 

図１ 訪問地 

 

表１ 訪韓調査行程の概要 

 訪問風穴 備考 

1 日目（8 月 24 日 日）  前泊 
2 日目（8 月 25 日 月） 密陽オルムコル 昼 密密陽市国遺産産担当部担当者とのミー

ティングおよび寒天ミュージアム見学 
夜 密国立樹木院シン先生、キム先生との交
流会 

3 日目（8 月 26 日 火） ウソン氷渓風穴・氷穴 昼密誠信女子大学校教授 朴先生、ジオパ
ーク関係者、ウソン郡関係者とのミーティ
ング 

4 日目（8 月 27 日 水） ジンアン冷川風穴 昼密全北特別自治道関係者、〇仏教教務、
シンアン郡ジオパーク関係者とのミーテ
ィング 

5 日目（8 月 28 日 木）  後泊 
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２．１日目（８月２４日） 

金海国際空港に 16 時に集合し、ホテルに向かいました。宿泊地は金海市のホテルで、夕食は

韓国焼肉をいただきました。 

 

３．２日目（８月２５日） 

朝 8 時 45 分頃、バスにメンバー一行が乗り込み、密陽に向けホテルを出発しました。ホテル

前の外気温は 30.1℃で都市部においては日中の猛暑が予想されました。  

バスに揺られること約 1 時間 30 分後、一行は密陽オルムコルの駐車場に到着しました。本

風穴は天然記念物に指定されており、風穴地は約 3、000 坪の面積があるとされています。風穴

地の標高は 600m～700m です。 

現地には密陽市国遺産産担当部の担当者 2 名と歴史産産解説員の方に解説いただきながら風

穴まで向かいました。解説によると、密陽は盆地地形のため、今年は韓国でも有数の暑さが観

測されたにも関わらず、風穴は非常に冷涼であることから、メディアに取り上げられる機会が

増え、全国より避暑に来られる方が増えているとのことでした。 

風穴地に向かう途中に寺院（천황사）があり、寺院入口はエアコンと同等の涼しい風が感じ

られるとのことで、ひざ掛け等の準備がないと長時間いられないとのことでした。確かに、風

穴に続く遊歩道を歩いている際は明確な冷風を感じ、風穴の冷気が広範囲に及んでいることが

考えられます。風穴にむけて歩きながら外気温の移動観測を実施しましたが、駐車場付近では

27.1℃を示していたものが、遊歩道入口部で 24.3℃を示し、風穴に近づくにつれ 23.5℃、19.2℃

と徐々に下がっていました（ただし、地形との関係で冷気が及ばない箇所もあり、その地点は

27℃前後を示しました）。 

冷風穴に到着すると一面に岩屑が広がっており、強い冷気を感じました。風穴は柵により一

般の観光客は入れないようになっていましたが、特別に柵の鍵を開けてくださり、中の状況を

確認することができました。温度計を岩屑の隙間に入れたところ、5。3℃を示しました。岩屑

の岩径がバラバラであるため、凍結破砕作用ではなく、谷壁面の風化により落下した岩屑が淘

汰されず積み重なっている状況と思われるとのことでした。そのほか、風穴に関連した興味深

い内容として、夏季と冬季で冷風および温風が出る穴が同一であるとのことや、近年は風穴表

面に生じる氷の解け始める時期が早くなったこと等の解説をいただきました。 

風穴を観察し終えた一行は、特別に付近に位置する「カマブ滝」に案内いただき、記念撮影

を行いました。また、駐車場へ戻る途中、冷涼な水が流れる渓流があり、水温は 9。5℃を示し

ていました。 

駐車場に戻り、昼食および関係者とのランチミーティングとして、密陽寒天体験館 2F にある

レストランでビビンバをいただきました。ランチミーティングでは、今回の調査団受け入れに

関するお礼の他、次年度以降の風穴サミットによる日韓交流の件など議論が行われました。 

  

図 2 2 日目の状況（左密風穴地調査中、右密昼食） 
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食事の後は、寒天の試食や名産品の確認、寒天博物館で韓国における寒天製造の歴史や製法、

寒天を用いた韓国料理について博物館館長より直接説明をいただきました。 

寒天博物館を後にした一行は、大邱のホテルに到着し、国立樹木院のシン先生、キム先生と

交流を行いました。交流では韓国における風穴管理の話題や、国立樹木院における風穴保全の

話題、次年度のサミットによる交流の件等で議論を行いました。 

 

４．３日目（８月２６日） 

8 時頃にホテルよりバスに乗り込んだ一行は、慶尚北道ウソン郡に位置する氷渓風穴及び氷

穴へ向かいました。2 時間ほどバスに乗車し、現地で誠信女子大学校教授の朴先生、ジオパー

ク関係者及びウソン郡関係者と合流し、互いに自己紹介を行いました。 

風穴に至る道の途中には国遺産産である五重塔がそびえる公園があり、記念撮影と風穴に関

しての説明を受けました。説明によると、日韓併合の 1 年ほど前に蚕種保存の技術が日本より

移転されたことや、韓国総督府により本風穴に蚕種が貯蔵されたという記録があるとのことで

した。  

風穴は石組等で整備され下部および上部の 2 階建て構造となっており、下部と上部それぞれ

に蚕種等を貯蔵可能なスペースが設けられていました。風穴内部の温度は下部が 0.2℃、上部

は 4.2℃でした（外気温は 31.6℃）。蚕種貯蔵していた頃は、下部に通常は貯蔵し、出荷前にな

ると上部に移し、出荷にむけて徐々に保管温度を上昇させていく運用がされていたとのことで

した。本風穴は、緯度が日本でいうと岐阜県北部程度で、標高は 160m 程度ですが、夏季も 0℃

付近を維持している点は、非常に風穴としての性能が高いものと思われました。 

風穴を観察し終えた一行は、氷渓渓谷沿いに氷渓書院まで徒歩移動をし、産跡や自然地形を

観察しました。なお、所々道路沿いの斜面基部には風穴と思われる開口がみられ、サーモグラ

フィでは明確な低温を示している箇所があり、一帯が風穴地となっていることがわかりました。

氷渓書院に到着した一行は集合写真を撮影の後、バスに乗り込み昼食会場へ向かいました。 

昼食はウソンの特産品であるニンニクを使用したニンニク参鶏湯（サムゲタン）をいただきま

した。また、関係者とのランチミーティングでは、お礼及び次年度以降の交流等の議論が行わ

れました。 

昼食後、一行はバスに乗り込み、全州に向けて出発しました。3 時間程度バスに揺られ、3 日

目の宿泊地である全州ラハンホテルに到着しました。宿泊地の全州は伝統遺屋の集落が残され

ており、観光客向けの土産物店や飲食店が点在しており、韓国の伝統文化や歴史について理解

を深めることができました。 

 

  

図 3 3 日目の状況（左密現地関係者との交流状況、右密昼食時） 
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５．４日目（８月２７日） 

9 時頃にホテルよりバスに乗り込んだ一行は、ジンアン郡に位置する冷川風穴へ向かいまし

た。1 時間弱程度バスに乗車し、現地で全北特別自治道関係者、〇仏教教務、シンアン郡ジオ

パーク関係者と合流し、互いに自己紹介を行いました。 

風穴調査に先立ち、風穴より数百メートル程度離れた箇所に位置する「冷泉薬水」を案内さ

れました。以前は足を 1 分以上入れていられない程、水温が冷たかったとのことですが、現在

は以前よりも水温が上昇してしまったというお話を受けました。水温を計測したところ、8～

9℃でした。 

風穴に案内された一行は、風穴倉庫に入り関係者からの説明を受けました。本風穴も日韓併

合の約 1 年前に蚕種貯蔵の技術が日本より移転されたこと、蚕種貯蔵が一定期間された後、キ

ムチを貯蔵するようになったこと等の説明がありました。また、本風穴は 1997 年頃に元所有者

より〇仏教が買い取り、所有しているとのことでした。 

風穴調査終了後は、キム・デガーの生遺で風穴周辺やこの後訪れる馬耳山の地質等の解説を

受けました。また、生遺は韓国の伝統的建築となっており、実物のオンドル（伝統的暖房シス

テム）を見学することができました。 

キム・デガーの生遺の見学を終えた一行は、馬耳山と呼ばれる景勝地に案内されました。名

前のとおり、馬の耳のような形の山容は圧巻で、本地域の一大観光名所となっているようでし

た。馬耳山の中腹には塔寺があり、人々が祈りを込めて積み上げた石の塔が何個も作られてい

ました。 

馬耳山の見学を終えた一行は、関係者と昼食（メイン密山菜ビビンバ）及びお礼や次年度以

降の話題についてのミーティングを行いました。食後は現地関係者とのご挨拶を終え、現地を

後にしました。 

バスに揺られること 3 時間ほど、釜山に到着してホテルにチェックインしました。夕食は徒

歩圏内のチャガルチ市場や屋外市場などを散策した後、魚介類料理店に入店し、釜山の新鮮な

魚介類料理をいただきました。 

  

図 4 4 日目の状況（左密関係者からのレクチャー、右密車窓から見える馬耳山） 

 

６．５日目（８月２８日） 

5 日目は帰国日でした。釜山より金海国際空港までタクシー移動し、飛行機で日本に帰国し

ました。5 日間、大きなトラブルは無く、各風穴地の関係者とコミュニケーションを深めるこ

とができ、次年度以降の風穴による交流に向けた貴重な訪韓調査となりました。 
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各団員からの報告➀ 

韓国の風穴と植物 

～スイカズラ属～ 

指村奈穂子（山梨大学） 

 

韓国には日本と同じ植物もあれば、よく似ていても別種のものもあります。これは、日本と

韓国は緯度が近く気候が類似すること、氷期に朝鮮半島と日本列島が陸続きで植物の移動があ

ったことなどによります。韓国訪問は初めてでしたが、今回見た植物はどれも、日本で知って

いるどの属（進化的に近いグループ）に属するかはすぐ分かりました。また、日本での生育環

境の知識が、現地環境の手掛かりになりました。 

今回はミリャン氷谷・ウソン氷渓風穴・ネンチョン風穴を案内いただきました。最初のミリ

ャン氷谷は巨大な崖錐斜面につづく谷のいたるところから冷気が噴き出し、より涼しい場所に

近づくほど、その緯度・標高では通常見られない冷涼地性の植物が増える印象でした。撹乱の

頻繁なガレ場に特有の植物も観察されました。つづくウソン氷渓風穴では念願のスイカズラ属

の一種に出会いました。私は日本の風穴で見られるスイカズラ属のエゾヒョウタンボクを研究

していたため、小躍りするほどうれしかったです。赤く色づきかけた果実をつけ、花は確認で

きませんでしたが、日本にも生育するハナヒョウタンボクによく似ています （写真１）。同種は

日本では長野県と岩手県に隔離分布しますが、とくに風穴性ではありません。中国大陸では日

本より北にも南にも広く分布するようで、日本での隔離分布は温度だけでは説明しにくいと考

えられます。乾燥や年較差の大きい大陸的気候への適応が関与しているのかもしれません。た

だし、ウソン氷渓風穴では最も冷涼な小環境に限って生育していた点が興味深いところです。

最後のネンチョン風穴でもスイカズラ属の別種を、風穴小屋の上の斜面を歩いているときに見

つけました。花・果実がなく種の同定には至りませんでしたが、日本には生育しない種の可能

性があり、開花期に再訪したいと思います（写真２）。 

植物がなぜそこに生育するのかを考えるのは本当に刺激的です。そのための情報を得るべく、

今後は種リストや分布図などの文献を収集して学び直し、良い季節に再調査できたらと考えて

います。植物をご教示くださった現地ガイドの皆さまには深く感謝します。また夕食の席では、

韓国で植物研究をされているシン・ヒョンタク先生と知り合うことができ、今後ご助言をいた

だきながら調査を進めたいと思います。 

 
  

（写真１密ハナヒョウタンボク？ウソン氷渓風穴） （写真２密スイカズラ属の一種、ネンチョン風穴） 
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各団員からの報告② 

2025 年 8 月韓国風穴調査 

～韓国風穴運営管理調査、風穴植物調査～ 

 

勝部 敦（島根県出雲市 八雲風穴） 

 

慶尚南道 密陽(ミリャン)オルムコム 

 

韓国南東部の山間部の街・密陽(ミリャン)の山中にある場所で、オルムコルとは「氷の谷」

という意味です。かつては真夏でも氷が溶けることが無かったそうで、地元の密陽では３大神

秘の一つに挙げられ、国の「天然記念物第 224 号」にも指定されています。入口となる駐車場

から山道に入り、登っていくと「結氷地」と書かれた場所に到着します。 

今年は、7 月 5 日に最後の氷が溶けたということでしたが、訪問した日（8 月 25 日）の地表

温度は 4.6 度と表示されており、地下では氷点下になっていると言うことでした。 

ここは海抜 600～700m に位置しており、面積は約 3 万平方メートルの渓谷です。日本の風穴

のように建屋で囲い冷気を閉じ込めるということではなく、自然の状態でも一帯が涼しく冷気

のパワーを感じました。 

ここ一帯の管理は、ミリャン市の国遺産産担当部が担っており、当日も市の担当者 2 名と文

化解説員 1 名の計 3 名の方々に迎えていただき説明を受けました。 

オルムコルは自然の神秘を体感できる貴重な観光資源であり、地域振興に大きく貢献してお

り、避暑地として有名な場所ということもあり、山道の遊歩道などもきれいで管理が行き届い

ており、やはり行政直轄は違うなと感じました。 

八雲風穴は、出雲市の公園にはなっていますが指定管理制度を導入しており、私たち地元の

任意団体がその管理者として指名されています。指定管理者であっても市の公園である以上、

管理運営や経費の面での制約や事務的な負担、さらに団体の後継者不足などいろいろな課題が

あり、風穴を継続して維持していくためにはより一層市の関与が必要だと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（結氷地） 
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各団員からの報告③ 

全羅北道 鎮安(シンアン)郡 冷川風穴 

～韓国風穴運営管理調査、風穴植物調査～ 

 

大塚 一夫（島根県出雲市 八雲風穴） 

 

１. 概要 

視 察 日密2025 年 8 月 27 日 

視 察 場 所密全羅北道 鎮安(シンアン)郡 

目   的密風穴の自然現象の調査及び関係者との交流 

現地対応者密全羅北道及び鎮安郡ジオパーク関係者 ５名 

風穴周辺の土地（山）の所有者の円仏教の方 １名 

２. 自然環境 

風穴周囲は豊かな自然に囲まれており、岩の隙間から冷気が吹き出し、夏でも摂氏６℃程度

（案内板から）の冷気が感じられます。 

近くには冷泉もあり、過去には飲用にも使用されていたそうですが、現在は衛生面から使用

はされていませんでした。 

３.現地の状況 

この風穴は、過去には蚕種（蚕の卵）の保管場所として利用され、その後観光で利用される

ようになり、風穴内部で飲食の提供がされていたそうですが、崩壊の危険があるということで

現在は閉鎖されていました。 

当日は、現地関係者の好意で内部に入ることができ、構造などを見ることができました。 

４. 感想 

この風穴は、自然の神秘と歴史的価値を兼ね備えた貴重な資源ではあるが、現在は閉鎖され

ているため、このままでは利活用が難しいと思われます。 

観光面で考えるなら、行政と共に施設の整備充実と持続可能な観光モデルの構築が必要だと

思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（風穴外観）                   （風穴内部） 
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各団員からの報告④ 

 

慶尚北道
ほ く ど う

義城郡
ウ ィ ソ ン グ ン

 春山面氷渓里 ウソン
う そ ん

氷渓
ピ ン ゲ

渓谷 

                          

 田部 武彦（島根県出雲市 八雲風穴） 

 

この風穴は 氷山寺跡地（五重の石塔）から 100ｍくらい奥にあります 解説員の話では 日

本兵が帰るときここのお寺を焼き五重の塔の中にあった仏像を持ち帰ったとのことです。上部

写真の台座だけが放置されていたとのことでした。 

氷穴外内部のブロック壁は近くに住む人が子供から還暦祝い？をもらいそのお金で構築され

たとの事です。内部は 2 段階にサッシが有り奥の部屋は冷温が保たれていました。 

氷山寺跡地から氷穴・風穴までの間 山肌の岩と岩の間から冷風が出ていました。 
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各団員からの報告⑤ 

ウソン群 氷渓風穴について 

～風穴という物の活用～ 

 

小諸氷風穴の里保存会 アドバイザー 

 荒木 貴志 

 

長野県小諸市では、2016 年より歴史ある風穴の保存活用を目的とした小諸氷風穴の里保存

会を立ち上げ、今では所有者である村の人たちが主となり保存活動と利活用を行っています。 

 保存会の立ち上げから 2026 年には 10 年目となりますが、当初はどのように保存活動を行っ

ていけばよいのか試行錯誤の連続でした。風穴に関する先生を講師とし学習会を行い、学ぶこ

とからはじめ清掃活動や広報活動などなど風穴を所有している氷区の皆様の生活スタイルに合

わせ、無理することなくゆっくりと歩んできました。  

 今回の韓国視察の中で、比較し類似している風穴としてウソン群にある氷渓風穴がありまし

た。類似しているとはいえ、ジオパークに選定されており、国遺産産で天然記念物として登録

され、群で管理されておりバイオトイレまで設置して、私たちの氷風穴が今後歩む参考になる

ことになりました。 

 氷渓風穴に立つ、氷山寺祉五層石塔にはかつてお釈迦様の石像が安置されていたものが、

1592 年豊臣秀吉の朝鮮出兵時に略奪されたそうです。現在の氷穴としてある所には近隣の好

意と出費によりしっかりとした石造による風穴の建造物となっており、吹き出す冷気も石造の

中でとどまり、0 度に近い温度と韓国の地質学者の中で一番調査されている場所だと伺いまし

た。 

15 世紀以前の氷渓風穴は、氷穴山寺とされ山全体が神とされていました。小諸氷風穴でもそ

うですが、神として祭るに値するほど、当時の人々にとっては不思議な場所であったと推測で

きます。 

 近隣の方が寄付により現在の石造風穴もそうですが、国遺産産、ジオパークなど、より多く

の人に風穴という物を知ってもらうための活動は今後も必要となります。氷渓風穴でも観光と

いう部分で頭を抱えているというので、意見交換をしていきながら、お互いに参考となるもの

を探っていきたい、そんな氷渓風穴でした。 

 

  

 

 

 

写真➀ 

 

 

 

 

 

 

 

写真② 
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各団員からの報告⑥ 

鎭安の風穴冷泉 

～韓国屈指の景勝地の一角で静かに冷気・冷水を湛える～ 

三石嗣佳（入沢風穴） 

 

全羅北道鎭安郡(ﾁｮﾙﾗﾌﾟｯﾄ ﾁﾅﾝｸﾞﾝ)にある風穴は、韓国屈指の景勝地である鎭案高原の中で、

静かに冷気を溜めていました。鎭案郡は、韓国の伝統的な遺屋・韓屋と食文化で有名な観光都

市・全州(ﾁｮﾝｼﾞｭ)から東の位置にあり、地質が極めてまれな景観パワースポット・馬耳山(ﾏｲｻ

ﾝ)を擁しています。 

風穴は馬耳山から西南方向、ソムジン江の川筋近くの大頭山(ﾃﾄﾞｩｻﾝ)のふもとにあり、傍ら

に冷たい水が湧く薬泉があって、両方を合わせて「風穴冷泉」(ﾌﾟﾝﾋｮﾙﾈﾝﾁｮﾝ)と呼ばれています。 

日本植民地時代、蚕種貯蔵目的で風穴は作られましたが、その後は避暑と泉の効能を期待し

て人々が訪れた所のようです。訪問した時、泉の中に蛙がいて健康になろうとしていました。 

風穴は上から見ると細長い半円形で、冷風の出る壁を石垣がぐるりと囲み、コンクリートの

天井が蓋をして低温貯蔵庫となっています。石垣は丸石を積んだもので、壁の長さは 20 ﾒｰﾄﾙぐ

らい。似たコンクリート天井の入沢風穴(1 号と 2 号がある)と面積を比べると 1 号の 5～6 倍、

2 号の 1.5 倍はあります。入沢風穴は地下階がある総 2 層構造なので、総床面積と内容積は 1.5

倍以上になりますが、1 階平屋建ての風穴貯蔵庫として最大クラスです。中は広く、ブルーの

照明で幻想的に照らされており、冷風の吹き出し温度も 5℃と良好な低温です。 

数年前までは風穴内で飲食店が営業されていたそうですが、現在はコンクリートの天井が崩

れる恐れがあることから物の持ち込みは禁止され、中の店舗は風穴正面の道を挟んだところに

移転されています。主に飲料を提供するカフェのような休憩所です。 

入沢風穴のコンクリート天井は、その上に別の屋根が設けてあり、特に 1 号風穴は、複数回

の工事で天井の厚さが約 50 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙと分厚くて頑丈になっています。この風穴も中から天井を

補強して安全性を高め、再び飲食店や貯蔵庫として利用しないともったいないと思います。飲

食店ならば、風穴冷泉として病を癒した歴史もあるので、夏の暑い時期に、冷え切った中で熱々

の薬膳鍋を提供するような珍しいレストランができるかもしれません。 

風穴の管理は、韓国の仏教系団体が行っているそうなので、心と体を癒すクール＆パワース

ポットとして利用が進むように希望します。施設としてのポテンシャルは非常に高いです。 

 

鎭安の風穴  外観(左)と内部(右) 
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各団員からの報告⑦ 

韓国風穴調査を終えて 

～つながりの風に吹かれて～ 

 

元 鍾彬（東海大学非常勤講師） 

 

これまで「風穴」と聞いて思い浮かべるのは、富士山の麓・青木ヶ原樹海の風穴だけだった。

真夏でも冷気が漂う不思議な洞窟。自然学校がその冷気を利用してエネルギーを節約している

と聞き、地球温暖化の時代に自然の力を活かす姿勢に感心した。だからこそ、風穴は火山地帯

にだけ生まれるものだと思っていた。 

 ところが傘木さんとの出会いをきっかけに、「韓国にも風穴がある」と知り驚いた。火山とい

えば済州島しか思い浮かばなかったからだ。その好奇心がきっかけで、私は日韓風穴調査のコ

ーディネートを引き受けた。訪ねてみて分かったのは、韓国の風穴は火山ではなく、恐竜が生

きていた中生代の地形に由来していること。そして各地に存在し、人々の暮らしや文化にも結

びついてきたことだった。風穴が「涼しさ」だけでなく、地域の記憶や生き方に深く根づいて

いることに心を打たれた。 

 準備の最初の仕事は、日本で作られた読本『風穴を知っていますか？』の韓国語翻訳だった。

その中に、密陽（ミリャン）の「オルムコル」が紹介されていた。密陽はりんごの産地として

知られるが、風穴があるとは知らなかった。調査地は密陽、義城（ウソン）、そして私の地元・

鎮安（チナン）の風穴冷泉に決まった。地元を訪ねる喜びと、環境教育に携わってきた経験か

ら自信を持っていたが、実際には思いのほか難しかった。 

 韓国の環境教育関係者に尋ねても「風穴？知らない」と首をかしげる人ばかりで、不安が募

った。そんな中、金仁浩先生（現・森林庁長）を通じて紹介された国立樹木院のシン・ヒョン

タク先生が唯一の手がかりとなった。地元の行政や宗教団体との連絡も難航したが、粘り強く

メールを送り続けた結果、義城のジオパーク解説員キム・ソンテさんをはじめ、多くの方との

ご縁が広がり、少しずつ風の通り道が開けていった。調査前日まで行程が確定しない不安な日々

だったが、ようやく光が差すように準備が整っていった。 

 調査当日、密陽の天然記念物「オルムコル」を地元の方が案内してくださり、その地形が日

本では珍しい大規模な Talus （岩塊斜面）であると知った。山腹から崩れ落ちた大小の岩塊が

重なり合い、その隙間を冷気が抜けていく。真夏の炎天下で、まるでエアコンのように冷たい

風が吹き抜ける感触に、思わず息をのんだ。最後に訪れた鎮安の風穴冷泉では、全羅北道庁や

鎮安郡の担当者まで迎えてくださり、胸が熱くなった。調査の終わりには、いつしか心の中の

風も穏やかに通い始めていた。 

 今回の調査で、長年の経験よりも「人と人のつながり」の力を実感した。風穴は単なる地質

現象ではなく、土地の記憶と人の思いが息づく場所だ。記録的な猛暑の中、風穴の冷気と人々

の温もりを同時に感じ、自然と共に生きる知恵の意味を改めて考えさせられた。 

 風穴を知ってから山の Talus を見ると、「あの山にも風穴があるのでは？」と思うようにな

った。来年の国際風穴交流が実りあるものとなるよう、また新しい風を吹かせたいと願ってい

る。 
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2025 年 8 月韓国風穴調査団 

 

日程密2025 年 8 月 24 日～28 日（4 泊 5 日） 

目的密韓国風穴運営管理調査、風穴植物調査 

団員密10 名 

（団長）澤田結基（福山市立大学、全国風穴ネットワーク副会長） 

指村奈穂子（山梨大学） 

堀内雅生（法政大学） 

勝部 敦（八雲風穴） 

大塚一夫（八雲風穴） 

田部武彦（八雲風穴） 

荒木貴志（氷風穴） 

三石嗣佳（入沢風穴） 

（案内・通訳・翻訳）元 鍾彬（東海大学） 

（事務局）傘木宏夫（ＮＰＯ地域づくり工房、全国風穴ネットワーク事務局） 

 

行程表 

日程 内容 移動 備考 

24 日（日） 韓国プサン到着 プサン空港⇒金海市エアスカイホテル  

25 日（月） 慶尚南道、密陽オルム

コール調査 

関係者などミーティン

グ 

金海市⇒密陽オルムコール（移動時間 1:30

分）⇒大邱 NobleStay Hotel（1:30 分） 

お昼密オルムコールスヒャン村・冷麺; 

수향촌(0507-1383-7853) 

경남 밀양시 산내면 산내로 1120 가동 

専 用 バ

ス 15 人

乗り 

 

26 日（火） 慶尚北道、ウソン氷渓

風穴・氷穴調査 

ジオパクセンター訪問 

大邱⇒ウソン氷渓谷の氷穴・風穴（1 時間）⇒

全州移動（3:30 分）全州ラハンホテル 

お昼密ウソン maneulso ・カルビタン 마늘소 

덕향(054-834-6800) 경북 의성군 봉양면 

도리원 3길 41 

 

27 日（水） 全羅北道、ジンアン冷

川風穴 

関係者などミーティン

グ 

馬耳山見学 

全州⇒ジンアンソンス面冷川（30 分）⇒馬耳

山（20 分）プサン（3 時間から 4 時間） 

お昼密ジンアンマリョン桜村벚꽃마을(063-

432-2007) 

전북특별자치도 진안군 마령면 마이산남로 

209 

バ ス は

返送 

28 日（木） プサン⇒日本 プサン（電車移動）⇒プサン金海国際空港（30

分以内）⇒日本 
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発刊にあたって 

 

傘木宏夫（全国風穴ネットワーク事務局、ＮＰＯ地域づくり工房） 

 

 全国風穴ネットワークは、2014 年から始まった全国風穴サミットの回を重ねる中から、2017

年 8 月に発足し、各地の風穴に関する実践者及び研究者の交流と知見の蓄積を進めています。 

 風穴（ふうけつ）とは、山の地すべりで石が積みあがった斜面などのすき間から自然の冷風

が吹き出す場所で、この現象を利用した天然冷蔵倉庫・風穴小屋は、蚕種ふ化調整の利用など

で明治時代後期には全国 300 箇所以上に存在しました。その後、電気冷蔵技術の普及とともに

忘れられ、ほとんどが森の中で朽ちています。 

全国風穴ネットワークの仲間たちは、これを再建して、地場産品の高付加価値化や歴史・自

然環境の学習、夏のクールスポットとして活用しつつ、風穴地に特有の生態系についての調査

や保全活動にも取組んでいます。 

 全国風穴サミットが全国各地を巡り第 10 回（開催地密和歌山県田辺市）の節目となった折、

この交流を世界各地の風穴や氷室、永久凍土の取組みとつなげて、持続可能な社会における地

域資源としての理解を国内外に広げていくことが話し合われました。 

 こうした企画に対して環境再生保全機構・地球環境基金より助成を受けられることとなりま

した。3 ヶ年計画として、2025 年度は韓国の風穴事情を視察し、2026 年度はそこでつながり

が得られた韓国の風穴関係者を日本に招聘して第 1 回国際風穴サミットを開催し、2027 年度

は韓国で第 2 回国際風穴サミットを開催するという展開の中で、他国からの関心を引き寄せて、

国際的なつながりを広げていくことを考えています。 

 手始めとしての訪韓風穴調査は、日本と韓国をつなげて環境教育分野の研究をされている元

鍾彬さんのお力添えにより、順調に執行することができました。また、小冊子『風穴を知って

いますか？』のハングル語版も刊行できました。ここにあらためてお礼申し上げます。 

 今後は、11 月 2 日（日）に自然冷熱機能研究会などとともに開催するサイエンス ・イベント

／一般講演 in 小諸 「世界の風穴・氷室・地下貯蔵庫」を訪韓風穴調査の報告会として位置付け

て、視察調査の成果をご報告するとともに、来年の第 1 回国際風穴サミットに向けた地ならし

を進めながら、来年度の準備を進めていきます。 

 皆様のお力添えをよろしくお願い申し上げます。 

 

ご希望の方は事務局まで 

発行：全国風穴ネットワーク 

（事務局・ＮＰＯ地域づくり工房、担当密傘木宏夫） 

長野県大町市大町 3302（〒398-0002） 

Tel.0261-22-7601  Fax.0261-85-8040 

ホームページ密https://www.omachi2.org/ 

E-Mail密npo.omachi2002@gmail.com 


